
多賀城市議会ハラスメント防止条例  

近 年 、 社 会 全 体 に お い て ハ ラ ス メ ン ト に 対 す る 認 識 が 深 ま り つ つ あ る

中 、 地 方 議 会 に お い て も 、 互 い の 人 格 と 尊 厳 を 尊 重 し 、 安 全 か つ 健 全 な

議 会 活 動 の 場 を 確 保 す る こ と が 強 く 求 め ら れ て い る 。 特 に 、 議 員 間 に お

け る 不 適 切 な 言 動 や 、 議 員 の 立 場 を 利 用 し て 職 員 に 対 し て 行 わ れ る ハ ラ

ス メ ン ト は 、 個 人 の 尊 厳 を 著 し く 損 な う と と も に 、 議 会 全 体 の 信 頼 を 大

きく損ねる重大な問題である。  

多 賀 城 市 議 会 は 、 す べ て の 議 員 が 相 互 に 尊 重 し 合 い 、 市 民 の 負 託 に 応

え る 健 全 で 開 か れ た 議 会 を 実 現 す る た め 、 こ の 条 例 を 制 定 し 、 ハ ラ ス メ

ントの根絶と防止に取り組むこととする。  

（目的）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 多 賀 城 市 議 会 に お い て 、 議 員 間 及 び 議 員 か ら 職 員

に 対 す る ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 、 早 期 発 見 及 び 適 切 な 対 応 を 図 る た め に

必 要 な 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、 人 権 の 尊 重 と 信 頼 さ れ る 議 会 運 営 の

確保を目的とする。  

（定義）  

第 ２ 条  こ の 条 例 に お い て 「 ハ ラ ス メ ン ト 」 と は 、 議 会 に 関 係 す る 者 の

人 格 と 尊 厳 を 侵 害 し 、 精 神 的 ・ 身 体 的 苦 痛 又 は 職 務 上 の 支 障 を 生 じ さ

せるおそれのある次に掲げる行為をいう。  

(1) 職務上の地位や人間関係などの優位性を背景に、業務の適正な範

囲を超えて精神的又は身体的苦痛を与える行為  

(2) 相手の意に反する性的な言動により、相手に不快感・屈辱感を与

える行為又は職務環境を悪化させる行為  



(3) 妊娠、出産、育児休業等に関連する言動により、不利益や負担を

与える行為  

(4) 前３号に掲げるもののほか、差別的言動、名誉毀損、プライバシ

ーの侵害など、相手に著しい不快感や精神的苦痛を与え、人権侵害

のおそれのある行為又は個人の職務環境を害する一切の行為  

２  この条例において「職員」とは、次に掲げる職員とする。  

(1) 地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第３条第２項に規定

する一般職の職員  

(2) 地方公務員法第３条第３項第１号から第２号まで、第３号、第３

号の２及び第５号に規定する特別職に属する職員（議員を除く。）  

(3) 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項の

規定に基づく指定管理及びその他業務委託により市の業務に従事す

る職員  

（適用範囲）  

第 ３ 条  こ の 条 例 は 、 議 員 間 又 は 議 員 か ら 職 員 へ の ハ ラ ス メ ン ト に 適 用

する。  

（議員の責務）  

第 ４ 条  議 員 は 、 市 政 に 携 わ る 権 能 及 び 責 務 を 自 覚 す る と と も に 、 常 に

高 い 倫 理 観 を 持 ち 、 地 方 自 治 の 本 旨 に 従 っ て 、 そ の 使 命 の 達 成 に 努 め

なければならない。  

２  議 員 は 、 ハ ラ ス メ ン ト が 個 人 の 尊 厳 を 不 当 に 傷 つ け 、 労 働 意 欲 を 低

下 さ せ 、 及 び 職 務 環 境 を 害 す る も の で あ る こ と 並 び に 職 員 及 び 議 員 が

職 務 遂 行 上 の 対 等 な 立 場 に あ る こ と を 自 覚 し 、 個 人 の 人 格 を 尊 重 し た



活動をしなければならない。  

３  議 員 は 、 ハ ラ ス メ ン ト が あ る と 疑 わ れ た と き は 、 自 ら 誠 実 な 態 度 を

持 っ て 疑 惑 の 解 明 に 当 た る と と も に 、 そ の 責 任 を 明 確 に す る よ う 努 め

なければならない。  

４  議 員 は 、 他 の 議 員 が ハ ラ ス メ ン ト に 当 た る 言 動 を 行 っ て い る と 認 め

ら れ る 事 態 に 遭 遇 し た と き は 、 当 該 議 員 に 対 し 厳 に 慎 む べ き 旨 を 指 摘

するとともに、当該事態について議長に報告をしなければならない。  

（議長の責務）  

第 ５ 条  議 長 は 、 ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 に 努 め る と と も に 、 議 員 に よ る ハ

ラ ス メ ン ト の 相 談 及 び 申 立 て を 受 け た 場 合 に は 、 迅 速 か つ 適 切 に 必 要

な措置を講じなければならない。  

（議長職務の代行）  

第 ６ 条  議 長 が 第 ８ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 調 査 の 対 象 者 又 は 被 申 出 者 （ 以

下 こ れ ら を 「 対 象 者 」 と い う 。 ） と な っ た と き は 副 議 長 が 、 議 長 及 び

副 議 長 が 共 に 対 象 者 に な っ た と き は 多 賀 城 市 議 会 委 員 会 条 例 （ 平 成 ３

年 多 賀 城 市 条 例 第 １ １ 条 ） 第 ４ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 議 会 運 営 委 員 会 の

委員長が、この条例に規定する議長の職務を行う。  

（相談及び苦情の申出）  

第 ７ 条  ハ ラ ス メ ン ト に よ る 被 害 を 受 け た と 感 じ る 若 し く は そ の 事 実 が

あ る と 思 料 す る 議 員 又 は 職 員 は 、 議 長 に 対 し 、 ハ ラ ス メ ン ト に 関 す る

相 談 及 び 苦 情 を 書 面 （ 電 子 メ ー ル 等 を 含 む 。 ） 又 は 口 頭 に よ り 申 し 出

ることができる。  

２  議 長 は 、 前 項 の 規 定 に 基 づ き 職 員 か ら 申 出 が あ っ た と き は 、 当 該 申



出があった事項を速やかに市長に報告するものとする。  

（事実関係の把握及び有識者からの意見聴取）  

第 ８ 条  議 長 は 前 条 の 申 出 が あ っ た と き は 、 必 要 に 応 じ て 申 出 者 又 は 当

事 者 そ の 他 関 係 者 に 対 し て 事 実 関 係 を 把 握 す る た め の 調 査 を 行 わ な け

ればならない。  

２  議 長 は 、 前 項 の 事 実 関 係 の 調 査 を 行 う た め に 、 会 派 （ 多 賀 城 市 議 会

政 務 活 動 費 の 交 付 に 関 す る 条 例 （ 平 成 １ ３ 年 多 賀 城 市 条 例 第 １ 号 ） 第

２ 条 に 規 定 す る 会 派 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 代 表 者 及 び 無 会 派 議 員

（ 同 条 に 規 定 す る 無 会 派 議 員 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 委 員 と す る ハ ラ

スメント審査会を設置することができる。  

３  会 派 等 の 代 表 者 及 び 無 会 派 議 員 が 第 １ 項 の 調 査 の 対 象 者 と な っ た 場

合 は 、 当 該 会 派 の 代 表 者 及 び 当 該 無 会 派 議 員 は 前 項 に 規 定 す る ハ ラ ス

メント審査会の委員となることができない。  

４  議 長 は 、 前 項 の 調 査 を 公 正 か つ 適 正 に 行 う た め 必 要 と 認 め る と き は 、

外部の有識者から意見を聴取することができる。  

（対応措置）  

第 ９ 条  議 長 は 、 前 条 の 調 査 に よ り ハ ラ ス メ ン ト の 事 実 が 確 認 さ れ た 場

合 は 、 前 条 第 ２ 項 に 規 定 す る ハ ラ ス メ ン ト 審 査 会 に よ る 調 査 の 結 果 に

基 づ き 、 当 該 ハ ラ ス メ ン ト を 行 っ た 議 員 に 対 し て 指 導 、 助 言 、 注 意 等

を 行 う と と も に 、 当 該 議 員 の 氏 名 の 公 表 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 じ る

ものとする。  

（再発防止等）  

第 １ ０ 条  議 長 は 、 ハ ラ ス メ ン ト の 事 実 が 確 認 さ れ た 場 合 に は 、 再 発 防



止 の た め の 措 置 を 講 じ 、 そ の 内 容 を 議 会 内 に お い て 適 切 に 周 知 す る よ

う努めるものとする。  

（研修等の実施）  

第 １ １ 条  議 長 は 、 ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 に 資 す る た め 、 議 員 に 対 し 、 必

要な研修等を実施するよう努めるものとする。  

（プライバシーの保護）  

第 １ ２ 条  議 員 は 、 ハ ラ ス メ ン ト に よ る 被 害 者 及 び 関 係 者 の プ ラ イ バ シ

ー の 保 護 に 十 分 配 慮 し 、 職 務 上 知 り 得 た 秘 密 を 漏 ら し て は な ら な い 。

その職を退いた後も同様とする。  

（委任）  

第 １ ３ 条  本 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 必 要 な 事 項 は 、 議 長 が 別 に 定 め

る。  

附  則  

（施行期日）  

１  この条例は、公布の日から施行する。  

（適用区分）  

２  こ の 条 例 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 に 行 わ れ た ハ ラ ス メ ン

トについて適用する。  

 


